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サンプル



■ オイルアタッカー　導入効果の評価

　　　（臭気と細菌数の測定による導入効果の見える化を行います）
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★

※ 時間経過にともなう菌の繁殖状態

※ 【菌数の指数】
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液が腐敗している状態。ここから一気に菌数は増加する危険な状態。（臭気：250～
350）

菌が発する腐敗物や分解成分が固体となって現れる状態。

切削液交換レベル。切削液の性能が菌によって侵される可能性のある状態。

菌が存在できる最大の個数。これ以上菌が増えることのできない状態。

状態・レベル
綺麗な状態。

まだ腐敗臭を発しないレベル。

液が腐敗傾向にある状態。

流し込んで乾燥硬化します。35℃（菌の繁殖が最も大きい温度）で24時間培養し写真にて
観察評価致します。

直接鼻で臭いを確かめることができないレベル。
腐敗臭で気持ち悪くなるレベル。

【２. 菌数評価について】
滅菌処理したシャーレに洗浄液を1滴(0.02ml)滴下し、そこへ高温滅菌した液体寒天培地を

切削液の新油のにおいレベル。
腐敗臭を感じられるレベル。
生臭い、嫌なにおいを感じるレベル。
腐敗臭で顔をしかめるレベル。

感覚・レベル
ほぼ無臭状態。
少しにおいが感じられる程度。

【１. 臭気評価について】
ポータブルニオイセンサを用いて評価致します。サンプリングした切削油をバブリングさせ
発生した臭気を一定時間測定し評価します。
（ニオイセンサの値が大きいほどニオイが強いことを意味します。）

ニオイセンサ

バブリング装置

抜群の抗菌効果

　 開始時 144時間後 240時間後 384時間後

       放置
（35℃24h）

乾燥

液体寒天培切削液

菌の繁



オイルアタッカー（水溶性切削・研削液用　抗菌・脱臭器）　設置設備と測定結果

　　　設置設備 　　　　　　　　　　　　切削液（研削液） オイル
　　アタッカー

液評価 　　測定値

メーカー メーカー名 設置日

型番 品　　　　名 設置数

ＯＫＵＭＡ 佐鳴 H23.6.6

ANDERSOL CE200N 3

長島精工 ウエダテクニカルエントリー H23.6.6

ﾌﾟﾚｼｼﾞｮﾝｸｰﾙUPT-70 1

※A1:ｴﾏﾙｼｮﾝ（乳白色)　 A2:ｿﾘｭﾌﾞﾙ(半透明/透明)　A3:ｹﾐｶﾙｿﾘｭｰｼｮﾝ(透明)

 備考

オイルアタッカー設置・運用時の注意事項
1) タンク容量　２００リットルまでに対して１個使用して下さい。
（例　４００リットリの場合は２個使用して下さい/４００リットルタンクに１個だけの使用では効果が出ません。）
2) タンク内の液が循環する場所で、液面より下になるように設置して下さい。
3) オイルアタッカーの表面になるべく、直接キリコや異質な油など異物が当たらないようにして下さい
（オイルアタッカー本体の表面や、内部ボール表面に油膜やキリコ等が薄く付着している場合は
中性洗剤にて洗浄後よく水洗いして再利用して下さい。）

H23.7.26
(使用後)

200 2,000

H23.6.6
(使用前)

345 60,000

タンク
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採取日機種№ 種別
（※） 倍率

6,000

臭気 細菌数

H23.7.26
(使用後)

235

2002 A3 50超精密
研削盤

1 A1 12～15 500
マシニング
センター

H23.6.6
(使用前)

320 40,000

H23.3

新液
交換日

H22.9.18

UTE  　№ＵOA201105






